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　村のふるさと納税による寄附額は、県内はもとより四国や全国においても特筆すべきものとなっているが、ふるさと納税制度の

目的は地域活性化である。

　もちろん寄附金は村の貴重な財源であり大変大事なものではあるが、やはり本来の目的に沿った取り組みが最も重要ではないか

と考える。

　そこで、村が実施している、制度を活用した村内の個人または業者における返礼品に係る事業及び地域活性化に直結する人口減少

対策に関する事業と、制度を活用した今後の地域活性化施策について聞く。

  文部科学省が発表した県内小中学校の2021年度不登校児童生徒は前年度から増え、全国最高となったとある。

 ・当村の不登校児童生徒の現状はどのような状況か。

 ・適応指導教室の設置をどう考えているか。

　当村は、高校修了までの医療費自己負担の助成。保育所・幼稚園給食費無料などの子育て支援の充実策によって、県下からも注

目をあびてきた。それらの支援を調べて移住してきた家族もいる。

　現在、物価高騰の中、学校給食費の負担は家計に重くのしかかっている。学校給食費を無償化しもっともっと子育てしやすい村

にすることによって、出生率を上げ、移住者を呼び込み、人口を増やすことにもつながるのではないか。検討できないか。

　高齢者の難聴は、危険の察知ができにくい、孤立、ひきこもりや認知症の発症リスクを大きくする要因になっているといわれて

いる。補聴器は、平均価格が15万円以上と高額であり、保険適用がない。高齢者の自立支援、介護予防、重度化防止のためにも、

助成事業として実施に向けての検討はできないか。

　かっぱ市は、いつからどのような理由で始めたのか、売上の推移を聞く。

　また、村はどのような関わり方をしているのか。今後の方向性はどうなっていくのか。

飲食応援事業について 　300円券事業は好評だった。継続していくべきではないか。

〇パートナーシップ宣誓制度を開始している自治体が増えてきているが、当村に必要と考えるか。

 ・村民や村外の人からの問い合わせはあるか。

〇準備をしているのであれば、どう進んでいるのか。

〇この制度を導入するのであれば、村民に理解してもらうためにどういう方法で説明していくのか。

　 ・香南市では市長がYouTubeで、にじいろのまち宣言を公開しているが。

〇政府の方針では2023年度から、中学校の部活動の地域移行が段階的に始まるようだが、当村ではどう取り組んでいくのか。

 ・県からの指導等はあるのか。

〇部活動の現状と問題点はあるのか。

 ・部の数（内容）、部活動をしている生徒数。

 ・指導している先生からの意見や要望を聞いているか。

〇芸西村人材バンクがあるが、それを活用する考えがあるのか。

 ・これを活用できれば、今までにない部活動もできるのではないか。

 ・登録者の見直しと新規登録者の募集も必要と考える。

仙頭  一貴

村　長

村　長かっぱ市について

村　長

安岡　公子

令和４年第４回芸西村議会定例会　一般質問通告一覧表　

一般質問（第２日）：令和４年12月14日（水）

質　　　　　　問　　　　　　の　　　　　　要　　　　　　旨

村　長濱田　圭介 ふるさと納税制度について

西笛 千代子

不登校児童・生徒の現状と対応について

パートナーシップ宣誓制度について問う 村　長

部活動の地域移行について問う 教育長

教育長

学校給食費の無償化について 村長・教育長

加齢性難聴者への補聴器購入費用の助成につ
いて


